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産業文化会館ホールで、「公益社団法人行田青年会議所創立60周年記念式
典～ 60年の歩みに感謝し、勇気を持って未来へ歩む～」が各方面から来賓を
迎え、開催されました。
式典では、スライドや映像で同法人の60年の歩みを振り返るとともに、第

60代理事長の小林永典さ
んによる挨拶が行われまし
た。その後、歴代理事長ら
が紹介され登壇すると、来
場者から大きな拍手が送ら
れていました。そして、運
動方針「彩

いろどり

」推進宣言も発表
され、今後10年間の未来
へのまちづくり目標が示さ
れました。
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行田青年会議所創立60周年記念事業として、旧須加小学
校で「ギラギラ!!スクールフェス＠須加小ひとりの夢中が未
来を変える」が開催されました。
各教室では石を材料としたペン立てづくりなどのワーク

ショップや子供たちが楽しめるゲームが催された他、体育館
ではキッズダンスなどのダンスパフォーマンスが披露されま
した。天候はあいにくの雨でしたが、それでも来場者は記念
事業のさまざまなイベントを楽しんでいるようでした。

消防署本署で「行田市消防フェア」が開催され、親子56
組が参加しました。
このイベントは、市民の消防業務への理解や防火・防災
意識の向上などを目的に企画されたもの。会場では、消火
体験、煙体験、防火服の着用体験、消防隊の訓練見学など
が行われました。消火体験では、消防職団員指導のもと、
子供たちが真剣なまなざしでホースを持ち、火に見立てた
的に向かって放水しました。

6月に行った田植えの参加者165人が集まり、田んぼ
アートの稲刈り体験が行われました。
参加者は、ぬかるんだ田んぼで足を取られないように注
意しながら、鎌を使って図柄の背景部分を丁寧に刈り取っ
ていました。
なお、田んぼアートは11月中旬ごろまで見ることができ

ます。

コスモプリンツ株式会社駐車場で、行田商工会議所による
「地域食材フェスティバルうまかんべ横丁2022～ in内行
田～」が開催されました。
この日は、行田産の食材を使った料理や地域資源を活用

した物産品などがずらりと並び、多くの人出でにぎわいまし
た。訪れた人たちは、各ブースで思い思いの料理や商品を
買い求めていました。

西小学校で一般社団法人埼玉県技能士会連合会による
「ものづくり体験教室」が開催されました。
ものづくりを通し、喜び、感動、技能の重要性・素晴ら

しさを体感してほしいと同連合会に所属する15団体の技
能者が6年生80人を指導しました。子供たちは、だるまペ
イントや銅板表札づくりなどの貴重な体験をし、夢中になっ
て作品を仕立て上げました。

行田グリーンアリーナ剣道場で、レ・クリエーション
Gyoda主催の「ボッチャ」交流会が開催されました。
パラリンピックの正式種目であるボッチャは、ジャック

ボールと呼ばれる目標の白いボールにどれだけ近づけるか
を競うもの。この日は、子どもからお年寄りまで幅広い年
齢層が参加し、投じたボールがジャックボールの近くに寄せ
られると、歓声が上がっていました。
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